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■  論文 ■
日本仏教とセイロン仏教との出会い
―釈興然の留学を中心に



































































































































sophical Society）のオルコット（Henry S. Olcott, 1832―









































































































































の年の 5 月に 8 年にわたるイギリス留学から帰朝している。
　⑷に言う有栖川宮は，威仁親王ではなく異母兄の熾仁親王である。林董は工部大書記官





























































の植民地行政官であったリス＝デヴィッズ（Thomas W. Rhys Davids, 1843―1922）が主






　同年 8 月下旬，林を経由して南条のもとに 2 通の書状が届いた（書簡 3 ・ 4 ）。このう
ち書簡 3 はグネラトネからの英文の手紙で，彼の名刺が添えられていた。これで二人の名




書簡 日付（着信時期） 差　出　人 宛　　先 典拠・内容など
1 不明（1885 .7～8） E. R. Gooneratne 林董 『令』17，『明』1899に記事あり。
2 不明（1885 .8） 林董 E. R. Gooneratne 『令』17，20に記事。書簡 1 への返信
3 1885. 8 . 29 E. R. Gooneratne 南条文雄 『令』20，『本』7，10に訳文。
4 不明（書簡 3 に同封） K. Paññāsekhara 南条文雄 『令』20，『本』11に訳文。
5 1885 .11 . 4 南条文雄 E. R. Gooneratne 『令』23に訳文。書簡 4 への回答と質問。
6 1885 .12 . 16 E. R. Gooneratne 南条文雄 『令』23，『能』 6 ― 8 ，『本』11―12 に 訳
文。書簡 5 への回答と質問。
7 1886. 1 . 28 南条文雄 E. R. Gooneratne 『能』 9 に記事。
8 1886. 3 . 15 E. R. Gooneratne 南条文雄 『能』 9 に訳文。
9 1886. 4 . 13 E. R. Gooneratne 南条文雄 『能』10に訳文。
































































　翌年 4 月，グネラトネから， 5 月末にシャムに行くので，この機会に 7 月初め頃，日本
まで足を伸ばしたい，その帰途，留学を希望している「貴邦の律僧」を同伴できれば都合













































































2 ）　『暹羅仏教事情』［生田 1891］に付された彼の自伝によれば，生田は1887年（明治20年） 2 月に
上京して島地黙雷が主宰する令知会の雑誌（『令知会雑誌』）の編集長となり，かたわら本書を草し






5 ）　［渋谷 1985］，［ゴンブリッチ＆オベーセーカラ 2002：305―318］参照。
6 ）　興然が帰国後に真言宗長者に提出した明治26年10月13日付の「御届」によると，彼の出発は 9




























18）　『令知会雑誌』23, p. 63, 『能潤会雑誌』7, p. 35。



















26）　彼自身の回想［Guruge 1991：704］によれば，ダルマパーラは1886年に Fortnightly Review に
掲載された日本に関する一文を読んだことをきっかけに，日本訪問を考えるようになった。またこ
の前後から平井金三らとの文通も始まっている。注12参照。
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